
九州・沖縄ブロック
地域相談支援フォーラムin大分

熊本県の取り組み

熊本大学医学部附属病院 安達美樹

荒尾市民病院 松山美保



熊本県の特徴：地震の被害があった阿蘇地域に、
がん診療連携拠点病院がない

・阿蘇地方の患者が、熊本市内への通院が
困難になった。

・地元で療養する、がん患者が増えた。
・医療者が、がん患者と関わる機会が増えた。

がんの患者さんとどう関われば良いのか？
がん患者の相談って何だろう？
サロンを作りたいって・・・どうすればいい？

わからないことが多くて
相談員にとって脅威となった



熊本県の特徴：緩和ケア病棟・ホスピス

熊本市内に緩和ケア病棟や
病院が集中。
地域の病院で、患者と家族
に対応。

桜十字熊本東
病院

本当にこれで良いのだろうか？
緩和のイメージって・・・
症状も終末期も対応が難しい

相談員の不安



①熊本県がん相談員研修の実施
平成29年度のテーマは「もう困らない」シリーズ

「もう困らない、正しい情報提供と相談の対応」

①免疫療法編 ②緩和医療編

・研修生81名参加。

・午前中は、熊本県のがんの患者、医療の特

徴や地域性、がん相談支援センターの役割、

免疫療法の講義と相談場面を見て対応方法

などグループワーク。

・午後は、緩和医療の講義と、熊本県のホス

ピス、緩和ケア病棟の特徴、そして講師が

相談員の質問に答えるＱ＆Ａを実施。

「もう困らない、地域との多職種連携」

～がん相談員に知ってほしい、在宅医療における多職

種の役割と活動、そして相談員に期待すること～

・研修生80名参加。

・午前中は、がん専門相談員、ケアマネ―

ジャー、訪問看護師、訪問薬剤師を講師

に迎え講義。午後はケーススタディ。

・今回はファシリテーターを行うがん専門

相談員の不安の軽減、今後の自信に繋が

るよう、他施設の認定がん専門相談員よ

り、スーパーバイズを実施。



②熊本地震の経験をもとに、カードの作成、
情報冊子の改訂

がん専門相談員ワーキンググループ、熊本県健康推進課がん対策
班を中心に、熊本地震検証チームの立ち上げ。地震の内容を加味
した、がん相談支援センターのカード作成。情報冊子グループの
協力により、震災ページの内容追加。



③RELAY FOR LIFE JAPAN 2017くまもとへ参加

がん相談支援センター広報周知

アーケード街のパレードに参加

RFL参加者へ、シールでアンケート
がん相談支援センター知っていますか？
知っている97名
知らない50名

2017.05.13-05.14白川公園で開催



④図書館に出張がん相談

・くまもと森都心プラザ図書館 9月23,30日実施。

・がん相談支援センターの役割の講義、がん相談実施。

・講義参加9名、相談7名。

・がん征圧月間期間の来場者に、がん相談周知度のアンケート実施。



⑤がん相談員サポートセンターと協働の継続

「熊本県がん相談員サポートセンター」
患者と家族・相談員・行政を支援し、みんなをつないでいます

患者・家族
・がんサロン

・おしゃべり相談室
・熊本がんサロン
ネットワーク
・困りごと
・イベント
・研修

がん専門相談員
・研修

・イベント
・冊子、カード
・困りごと

行政
・研修

・サロンやおしゃべり相談室
との協働

・相談員との協働



ご清聴ありがとうございました


